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　公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
成
立
し
、
平
成
28
年
6
月
19
日
施

行
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
公
職
選
挙
法

改
正
は
、
年
齢
満
18
歳
以
上
満
20
歳
未

満
の
者
が
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　文
部
科
学
省
で
は
、
総
務
省
と
連
携

し
、
政
治
や
選
挙
な
ど
に
関
す
る
高
校

生
向
け
副
教
材
「
私
た
ち
が
拓
く
日
本

の
未
来
、
有
権
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る

力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
近
年
、
投
票
率
の
低
下
が
著

し
い
の
で
、
今
回
を
機
に
、
若
者
に
投

票
す
る
事
の
重
要
性
を
し
っ
か
り
教
育

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
7
月

予
定
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
適
用
さ

れ
る
の
で
、
投
票
率
の
向
上
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
若
者
の
政
治
へ
の
関
心

が
高
ま
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
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　出雲市議会では申し合わせにより、市議会議員としての「参列
者代表焼香」は辞退し、「弔電」は送らないこととしていますので、
市民の皆さまのご理解をお願いいたします。

議
会
傍
聴
に

　

  

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

　
出
雲
市
議
会
で
は
、
本
会
議
お
よ
び
委
員
会

は
、
原
則
公
開
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
議

長
お
よ
び
委
員
長
の
判
断
に
よ
り
非
公
開
と
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
当
日
、議
場（
委
員
会
室
）前
の
傍
聴
受
付
で
、

傍
聴
受
付
簿
に
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
い
た
だ

く
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
傍
聴
席
は
、
議
場
60
席
、
委
員
会
室
10
席
程

度
あ
り
ま
す
。
事
前
の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、
出
雲
市
議
会
事
務
局
ま
で
あ
ら
か
じ
め
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
本
会
議
・
委
員
会
を
傍
聴
さ
れ
る
間
、
お
子
さ
ま

を
お
預
か
り
す
る
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　
託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
希
望

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
た
ず
ね
い
た
だ
く
か
、

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

議員としての「代表焼香」および「弔電」辞退します。

※代表焼香には、各宗派などにおける同様の行為も含みます。
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３月議会
（定例会）

３月議会
（定例会）

新しい校章旗の贈呈

さくら小
佐 香 久多美 楽しい

スタート！
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平成２７年度

第５回出雲市議会（定例会）報告

本会議（開会、施政方針表明、議案
上程・説明、採決）

本会議（施政方針質問）

本会議（一般質問・１日目）

本会議（一般質問・２日目）

本会議（一般質問・３日目、議案上
程・説明、議案質疑、委員会付託）、
議会改革・調査特別委員会（１日目）

総務委員会

文教厚生委員会

２月２２日（月）

２月２４日（水）

３月２日（水）

３月３日（木）

３月４日（金）

３月７日（月）

３月８日（火）

環境経済委員会

建設水道委員会、議会改革・調査特別
委員会（２日目）

予算特別委員会（１日目）

予算特別委員会（２日目）

予算特別委員会（３日目）

予算特別委員会（４日目）

本会議（委員長報告、議案上程・説
明、議案質疑、討論、採決、閉会）

３月９日（水）

３月１０日（木）

３月１１日（金）

３月１４日（月）

３月１５日（火）

３月１６日（水）

３月１８日（金）

開会 平成２８年（２０１６）２月２２日（月） 閉会 平成２８年（２０１６）３月１８日（金） 会期２６日間

議議会会のの動動きき

平成２８年２月２２日から３月定例市議会が開催されました。
市長の施政方針に対する会派代表質問が行われたほか、
平成２８年度当初予算の審議に熱い論戦が行われました。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののの動動動動動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききききききき

３月定例会では、市長から２期目最終年度となる平成２８年度の施政方針が表明され、各会派

代表の議員が、施政方針に対する質問を行いました。

議案の審議においては、「平成２７年度（２０１５）出雲市一般会計第５回補正予算」、「平成２８年度

（２０１６）出雲市一般会計予算」などの予算案件３４件、「出雲市人事行政の運営等の状況の公表に

関する条例の一部を改正する条例」などの条例案件３７件、「辺地に係る総合整備計画の策定及び

変更について」などの一般案件２１件の議案が執行部から提案され、これらすべての議案につい

て原案のとおり可決したほか、人権擁護委員候補者３名の推薦に同意しました。

このほか、議員提出案件２件のうち「出雲市議会議員定数条例の一部を改正する条例」の審

査にあたって、議会改革・調査特別委員会が設置されました。（詳細は２１ページに掲載）

会 期 日 程
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２月１０日（水） 全国高速自動車道市議会協議会

第４２回定期総会

１５日（月） 議会運営委員会、島根県市議会議

長会事務局長会議

１６日（火）～１７日（水）

出雲・諫早・津山３市議会交流会議

１７日（水） 商工議員連盟会議

２２日（月） 議会運営委員会、全員協議会、政

務活動費経理責任者会議

３月３日（木） 議会運営委員会

４日（金） 理事会、広報委員会

７日（月） 総務委員会協議会

１７日（木） 議会運営委員会、総合交通対策特

別委員会、行財政改革特別委員会

１８日（金） 全員協議会

２９日（火） 議会改革・調査特別委員会協議会

４月７日（木） 島根県市議会議長会春季定期総

会、全国自治体病院経営都市議会

協議会正副会長・監事・相談役会

議

１３日（水） 環境経済委員会協議会

１４日（木） 広報委員会、議会改革・調査特別

委員会

２２日（金） 広報委員会

２５日（月） 出雲市議会史（仮称）編集委員会

２６日（火）～２７日（水）

中国市議会議長会第１３８回定期総会

５月６日（金） 議会運営委員会、全員協議会

今後の本会議および委員会の開催予定

平成２８年度 ６月定例市議会（定例会）会期日程（案）

６月６日（月） 本会議（開会、議案上程・説明）

９日（木） 本会議（一般質問・１日目）

１０日（金） 本会議（一般質問・２日目）

１３日（月） 本会議（一般質問・３日目）

１４日（火） 本会議（一般質問・４日目、議案質疑、

委員会付託）

１６日（木） 総務委員会

１７日（金） 文教厚生委員会

２０日（月） 環境経済委員会

２１日（火） 建設水道委員会

２２日（水） 予算特別委員会

２７日（月） 本会議（委員長報告、討論、採決、閉会）

議会活動（２月９日～５月１０日に開催された会議）

議議会会活活動動・・議議会会日日程程
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施政方針について
   各会派代表が問う

真誠クラブ 寺本淳一 議員

◎所信について

・雇用創出２，０００人プロジェクトについて

・定住人口キープ１７万人プロジェクトについて

・交流人口１，０００万人プロジェクトについて

・住みやすさNo．１プロジェクトについて

・結びについて

政雲クラブ 坂根 守 議員

・雇用創出２，０００人プロジェクト

◎定住人口キープ１７万人プロジェクト

・交流人口１，０００万人プロジェクト

・住みやすさNo．１プロジェクト

・行財政改革の推進

平成・大社クラブ 宮本 享 議員

・「雇用創出２，０００人プロジェクト」について

・「定住人ロキープ１７万人プロジェクト」について

◎「交流人口１，０００万人プロジェクト」について

・「住みやすさNo．１プロジェクト」について

市民の会 米山広志 議員

・コミュニティ活動の推進

・子育て支援

・障がい者福祉

◎次期可燃ごみ処理施設の整備

・上水道事業

公明党 勝部順子 議員

・所信について

・雇用創出２，０００人プロジェクト

・定住人口キープ１７万人プロジェクト

◎住みやすさNo．１プロジェクト

・組織・機構の改革

日本共産党 小村吉一 議員

・「所信」について

・「行財政改革の推進」について

・「雇用創出２，０００人プロジェクト」について

・「商工業」について

・「農林水産業」について

◎「人材育成」について

・「組織・機構の改革」について

施施政政方方針針にに対対すするる会会派派代代表表質質問問 一一覧覧

施施政政方方針針質質問問

３
月
定
例
会
で
は
、
会
派
に
所
属
す
る
議
員
が

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
代
表
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
会
派
が
選
ん
だ
項
目
（
◎
印
の
も
の
）
に

つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
原
稿
は
質
問

を
し
た
会
派
が
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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所
信
に
つ
い
て
伺
う

真
誠
ク
ラ
ブ

寺
本

淳
一

問
昨
年
の
国
勢
調
査
に
お
い
て

出
雲
市
の
人
口
が
平
成
２２
年

と
比
較
し
、
９１
人
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
２５
年
に
国
立
社
会
保
障

人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し
た
１６
万

８
０
１
０
人
と
い
う
予
想
よ
り
人
口

増
加
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
人
口
増
加
は
、
こ
れ
ま
で
市

が
取
組
ま
れ
た
施
策
や
出
雲
の
魅
力

発
信
に
よ
り
、
出
雲
の
暮
ら
し
の
良

さ
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
た
成
果
と

受
け
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

評
価
さ
れ
た
点
は
何
と
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

市
長経

済
産
業
省
で
は
昨
年
「
生
活
コ

ス
ト
の
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
」
を
開

発
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た

「
３０
代：

郊
外
・
農
村
志
向：

夫
婦
と

子
供
（
小
中
高
生
）
の
世
帯
」
の
部

で
、
全
国
第
２
位
に
な
っ
た
こ
と
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
洋
経
済
新
報
社
「
都
市

デ
ー
タ
パ
ッ
ク
」
で
の
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
２
０
１
５
年
度
版
で
は
、中

四
国
地
方
の
中
で
は
第
４
位
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
分
析

す
る
と
、
長
年
の
都
市
基
盤
整
備
や

産
業
振
興
、
企
業
誘
致
な
ど
を
積
極

的
に
行
っ
た
結
果
、
出
雲
の
暮
ら
し

の
良
さ
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
出
雲
の
力
を
結
集
し
、「
住

み
た
い
出
雲
」、「
住
み
続
け
た
い
出

雲
」
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
傾
け

て
い
き
ま
す
。

結
婚
支
援
員
の

活
動
を
問
う

政
雲
ク
ラ
ブ

坂
根

守

問
未
婚
化
、
晩
婚
化
対
策
と
し

て
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
な

ど
結
婚
支
援
を
強
化
す
る
た
め
に
結

婚
支
援
員
を
新
た
に
配
置
す
る
と
と

も
に
、
島
根
は
っ
ぴ
ぃ
こ
ー
で
ぃ

ね
ー
た
ー
と
の
連
携
を
強
化
し
、
独

身
男
女
の
縁
結
び
を
応
援
す
る
と
あ

り
ま
す
が
、
結
婚
支
援
員
と
は
ど
の

よ
う
な
活
動
を
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

市
長市

で
は
平
成
２５
年
度
か
ら
本
格
的

に
結
婚
対
策
に
取
り
組
む
県
登
録
の

縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
島
根
は
っ

ぴ
ぃ
こ
ー
で
ぃ
ね
ー
た
ー
が
行
っ
て

い
る
結
婚
相
談
へ
の
助
成
登
録
者
が

少
な
い
こ
と
、
男
女
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
難
し
い
こ
と
、
市
が
主
催
す
る
セ

ミ
ナ
ー
や
出
会
い
の
場
な
ど
の
女
性

の
参
加
が
少
な
い
こ
と
が
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
そ
こ
で
嘱
託
員
と
し
て

結
婚
支
援
員
を
１
名
配
置
し
、
独
身

女
性
が
参
加
し
や
す
い
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
企
画
や
独
身
女
性
の
参
加
を
促

す
た
め
の
結
婚
相
談
な
ど
、
女
性
の

結
婚
を
後
押
し
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
支
援
員
は
、
島
根

は
っ
ぴ
ぃ
こ
ー
で
ぃ
ね
ー
た
ー
の
毎

月
第
二
土
曜
日
の
結
婚
相
談
が
円
滑

に
進
む
よ
う
、
事
務
局
支
援
も
行

い
、
島
根
は
っ
ぴ
ぃ
こ
ー
で
ぃ
ね
ー

た
ー
と
連
携
し
て
結
婚
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生活コストの「見える化」システムの基本的な考え方

○本調査は、地方への移住・回帰の動きを後押しする
ために、地域別の生活コストを貨幣価値で示すもの。
○生活コストは、金銭的コスト・ベネフィット（食料
費、賃金収入などの家計収入）と、非金銭的コスト・
ベネフィット（利便性、安全性など）に分類して算出
する。
○生活コストは、家族構成などにも大きく影響を受け
るため、年齢及び世帯類型などを考慮する。

生活コストの『見える化』とは

地域の家計収支や地域の暮らしやすさを貨
幣価値で示したもので、経済産業省が作成し
たシステムを使って、全国の暮らしやすさの
順位が発表されました。

施施政政方方針針質質問問
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都
市
計
画
道
路
の

早
期
着
手
を

平
成
・
大
社
ク
ラ
ブ

宮
本

享

問
都
市
計
画
道
路
は
長
期
未

着
手
路
線
も
あ
り
、
そ
の
整

理
・
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
が
あ
る
中
で
整
理
・
見
直

し
を
さ
れ
た
市
長
の
判
断
は
評
価
さ

れ
る
も
の
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
長
い
間
、
期
待
や
不
安
、
時
に

は
落
胆
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
事
実
で
す
。
今
後
の
都
市
計
画

道
路
の
整
備
年
次
計
画
に
つ
い
て
、

例
え
ば
１０
年
間
で
ど
こ
ま
で
整
備
さ

れ
る
の
か
な
ど
、
そ
の
具
体
的
な
内

容
を
伺
い
ま
す
。

市
長都

市
計
画
道
路
は
、
今
後
整
備
し

て
い
く
べ
き
路
線
を
明
確
に
す
る
た

め
全
体
の
計
画
見
直
し
を
進
め
て
お

り
、
平
成
２８
年
度
に
は
一
定
の
整
理

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
整
備

に
は
建
物
移
転
を
多
く
伴
う
こ
と
か

ら
長
い
年
月
を
必
要
と
す
る
こ
と
、

国
の
制
度
や
沿
線
地
域
の
交
通
状
況

な
ど
年
々
変
化
す
る
社
会
経
済
状
況

を
勘
案
し
、
路
線
の
選
択
や
着
手
時

期
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
現
段

階
で
今
後
の
都
市
計
画
道
路
全
体
の

整
備
年
次
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
市
街
地
内
の
環
状
道
路
網
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
と
接
続

し
て
効
果
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能

を
発
揮
す
る
路
線
な
ど
を
優
先
的
に

整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
市

財
政
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
継
続
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
期
可
燃
ご
み

処
理
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
伺
う

市
民
の
会

米
山

広
志

問
次
期
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
①
建
設
ま
で
の
計
画
、

予
定
。
②
新
機
種
導
入
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長①

古
志
採
石
場
跡
地
を
建
設
地
と

し
て
、
平
成
２７
年
度
に
地
元
同
意
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
年
度
か
ら

は
、
３
年
程
度
の
期
間
を
か
け
て
、

建
設
地
周
辺
の
環
境
影
響
評
価
を
実

施
す
る
ほ
か
、
並
行
し
て
本
市
の
実

情
に
即
し
た
施
設
の
基
本
的
な
方
針

と
、
事
業
計
画
を
定
め
る
施
設
基
本

計
画
を
１
年
半
程
度
の
期
間
で
策
定

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成

２９
年
度
後
半
か
ら
、
施
設
の
事
業
者

選
定
を
１
年
程
度
で
行
い
、
事
業
者

決
定
後
、
３
年
程
度
か
け
て
建
設
工

事
を
行
う
見
込
み
で
す
。
②
一
、
安

全
・
安
心
な
施
設
。
二
、
環
境
に
優

し
い
施
設
。
三
、
経
済
的
・
効
率
的

な
施
設
。
四
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
型

施
設
。
五
、
災
害
に
強
い
施
設
。
こ

の
５
点
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、

新
年
度
か
ら
策
定
す
る
施
設
基
本
計

画
の
中
で
、
出
雲
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
と
同
様
、
可
燃
ご
み
の
焼
却

炉
、
焼
却
熱
を
利
用
し
た
発
電
を
前

提
に
、
本
市
に
最
も
適
し
た
施
設
と

な
る
よ
う
、
検
討
し
ま
す
。
施
設
の

機
種
選
定
は
、
実
用
化
さ
れ
た
ご
み

処
理
方
式
の
中
か
ら
、
導
入
実
績
が

多
く
、
安
定
稼
働
の
実
績
が
あ
る
方

式
を
選
定
す
る
考
え
で
す
。
ま
た
、

費
用
対
効
果
、
適
切
な
規
模
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

施施政政方方針針質質問問

次期可燃ごみ処理施設建設予定地（古
志町地内）

整備が進められている都市計画道路
（下沢高西線）
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高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
支
援
す
る

制
度
の
詳
細
を
伺
う

公
明
党

勝
部

順
子

問
①
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
を
支
援
す
る
制
度
の
創
設
の

詳
細
を
伺
い
ま
す
。
②
塩
冶
・
四

絡
・
川
跡
幼
稚
園
で
の
、
一
時
預
か

り
保
育
の
開
始
と
今
後
の
拡
充
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
③
中
学

校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
、
小
学
校
へ
の
設
置
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

市
長①

交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
高
齢

者
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
支

援
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
近

年
、
高
齢
者
が
か
か
わ
る
交
通
事
故

の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
支
援

す
る
制
度
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。
今
回
創
設
す
る
制
度
は
、
自
主

返
納
さ
れ
た
７０
歳
以
上
の
高
齢
者

が
、
代
替
の
交
通
手
段
と
し
て
、
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
、
電
車
の
利
用
へ
シ

フ
ト
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

バ
ス
カ
ー
ド
や
タ
ク
シ
ー
券
な
ど
、

５
０
０
０
円
相
当
分
を
交
付
し
ま

す
。
本
年
秋
か
ら
受
付
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
②
新
年
度
新
た
に
実

施
す
る
園
を
含
め
て
１７
園
に
お
い
て

実
施
し
ま
す
。
未
実
施
園
の
９
園

で
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
や
園
児
数
の
動
向

な
ど
を
元
に
今
後
の
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
③
中
学
校
の

普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
続
い

て
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
財
政
計
画

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
早
く
、
早
期
に
着
手
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

教
育
の
充
実
に
は

自
主
的
学
習
が

不
可
欠

日
本
共
産
党

小
村

吉
一

問
教
育
の
充
実
に
は
、
教
職
員

が
学
ぶ
時
間
の
確
保
が
不
可

欠
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
や
提

出
物
、
部
活
動
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ

が
十
分
に
生
み
出
せ
な
い
の
が
現
実

で
し
ょ
う
。
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。「
学
校
は
最
大

の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
だ
」
と
言
う
人
も

あ
り
ま
す
。
教
職
員
の
勤
務
実
態
を

伺
い
ま
す
。

市
長教

職
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
調

査
に
つ
い
て
は
、
県
が
４
年
に
１
回
、

学
校
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
市

も
情
報
提
供
を
受
け
て
い
て
、
本
年
度

２
学
期
の
調
査
で
は
、
約
３４
％
の
教
職

員
が
月
４５
時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務

を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
前
回
の

平
成
２３
年
度
の
調
査
結
果
と
比
較
す

る
と
、
約
７
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
年
２
回
全
学
校
の
管

理
職
と
面
接
を
行
い
、
教
職
員
の
時

間
外
勤
務
の
状
況
を
確
認
し
、
必
要

な
場
合
は
改
善
を
促
し
て
い
ま
す
。

問
「
最
大
の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と

は
、
学
校
で
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
を
行
っ
て
い
る
方
の
言
葉
で
す
。

今
、
学
校
で
は
教
育
の
仕
事
に
疲

れ
て
身
も
心
も
病
む
方
が
増
加
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全

職
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
実

態
調
査
を
行
い
、
改
善
を
図
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

教
育
長

傷
病
休
暇
の
取
得
や
休
職
の
数
は
、

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

子どもたちのために、時を忘れて…

施施政政方方針針質質問問
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湯淺啓史 議員 （９ページ）

・２１世紀産業支援センターの役割と成果

◎認可保育所について量の見込み数と入園希望者数との

乖離を埋める方策は

・第３期出雲市教育振興計画の策定について伺う

岸 道三 議員 （９ページ）

・出雲市財政計画と平成２８年度一般会計予算

◎幼稚園の現状と今後のあり方について伺う

原 正雄 議員 （１０ページ）

・自治協会未加入問題

◎保知石川と県道多伎江南出雲線の交差するボックスの

拡幅について伺う

福島孝雄 議員 （１０ページ）

・地域農業の維持と所得向上の取り組みについて伺う

◎住民サービスの向上

大谷良治 議員 （１１ページ）

・移植医療の正しい知識の理解とドナー登録の推進につ

いて伺う

◎難聴児の補聴器購入助成等について伺う

板倉一郎 議員 （１１ページ）

・親子の愛着形成支援

◎自治会の支援

飯塚俊之 議員 （１２ページ）

・がん検診について伺う

◎IT を活用したまちづくり・人材育成

伊藤繁満 議員 （１２ページ）

・出雲市財政計画・長期財政見通しの問題点

・安全・安心のまちづくり

◎土地改良施設の維持管理負担の在り方について伺う

保科孝充 議員 （１３ページ）

◎斐川のシンボル的な公共施設の整備を求める

・産地間競争を勝ち抜く農業について伺う

大場利信 議員 （１３ページ）

◎マイナス金利政策下での市の公金管理

・障がい者施策について伺う

・多言語コールセンターサービスについて伺う

松村豪人 議員 （１４ページ）

◎森林再生と資源の有効活用のため、バイオマス事業に

期待する

井原 優 議員 （１４ページ）

◎介護保険について伺う

・国保の改善を求める

・就学援助制度について伺う

多々納剛人 議員 （１５ページ）

◎人手不足解消策と雇用対策について伺う

神門 至 議員 （１５ページ）

◎出雲市の指定管理者制度について伺う

珍部全吾 議員 （１６ページ）

・日銀のマイナス金利政策

◎市所有の資産の利活用

・団塊の世代が７５才を迎える２０２５年問題

一一般般質質問問

３月定例市議会では１５人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。１人１問ずつ
選んで（◎印のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議員自身が要旨をまとめたものです。

一 般 質 問市政のここが聞きたい
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問

平
成
２８
年
度
４
月
へ
向
け
た

の
認
可
保
育
所
へ
の
入
園
申
込
み

が
、
定
員
を
大
き
く
上
回
っ
て
お

り
、
多
く
の
待
機
児
童
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
保
育
所
と
ど

の
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
の
か
、
ま

た
、
新
た
に
施
設
を
認
可
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
育
て
調
整
監

当
初
、
４
月
は
定

員
内
保
育
を
基
本
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
入
所
申
し
込
み
が
想
定
以
上
に

多
か
っ
た
た
め
、
保
育
所
と
調
整
を

し
な
が
ら
定
員
を
超
え
た
受
け
入
れ

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
認
可
保

育
所
の
増
設
に
つ
い
て
は
、「
出
雲
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

で
は
、
新
た
な
保
育
所
を
設
置
す
る

こ
と
な
く
、
既
存
の
保
育
所
や
認
定

こ
ど
も
園
の
定
員
増
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
対
応
す
る
方
向
で
す
。
計
画

は
、
平
成
２９
年
度
を
見
直
し
時
期
と

し
て
お
り
、
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
、
保
護
者
の
施
設
利
用
に
対
す
る

動
向
を
考
慮
し
な
が
ら
、
検
討
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

少
子
化
や
核
家
族
化
、
共
稼

ぎ
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
市
立

幼
稚
園
で
は
年
々
園
児
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
①
現
状
認
識

②
認
定
こ
ど
も
園
化
に
向
け
た
課
題

③
将
来
的
な
幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

子
育
て
調
整
監

①
園
児
数
は
、
こ

の
１０
年
間
で
約
７
０
０
人
減
少
し
て

い
る
状
況
で
す
。
近
年
、
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２７
年

度
と
新
年
度
の
園
児
数
は
、
最
終
的

に
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
数
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
②
認
定
こ
ど
も
園

化
に
は
、
地
元
な
ど
の
理
解
が
あ
る

こ
と
、
譲
渡
先
と
し
て
想
定
で
き
る

認
可
保
育
所
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
な
ど
が
幼
稚
園
に
近
い
エ
リ
ア

に
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
③
「
出
雲
市
立
幼
稚
園
の
閉
園

に
関
す
る
方
針
」
お
よ
び
「
出
雲
市

立
幼
稚
園
の
あ
り
方
検
討
に
係
る
考

え
方
」
の
二
つ
を
踏
ま
え
た
考
え
方

に
沿
っ
て
具
体
的
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

「出雲市立幼稚園のあり方検討に係る考え方」より

①特別支援教育を強化する幼稚園

②現状を維持していく幼稚園

③認定こども園化を検討する幼稚園

④過小規模で今後あり方の検討を要する幼稚園

⑤閉園を検討する幼稚園

保
育
所
へ
の
入
園
ニ
ー
ズ
を

満
た
す
方
策
は

幼
稚
園
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
を
問
う

湯 淺 啓 史出雲市が策定した「いきいきこどもプラン」

一一般般質質問問

岸 道 三
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問

県
道
多
伎
江
南
出
雲
線
と
県

ほ

じ

し

が

わ

河
川
保
知
石
川
が
交
差
す
る
地
点
の

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
断
面
が
非

常
に
小
さ
く
浸
水
常
襲
地
帯
と
な
っ

て
い
ま
す
。
土
の
う
が
常
時
用
意
さ

れ
、
神
門
消
防
団
の
重
点
点
検
地
区

と
し
て
、
雨
が
降
る
と
常
に
見
廻
り

を
し
て
い
ま
す
。
早
期
に
拡
幅
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

都
市
建
設
部
長

平
成
２５
年
に
も
同

様
の
質
問
を
い
た
だ
き
、
県
に
お
い

て
平
成
２５
年
か
ら
平
成
２７
年
に
か
け

て
河
床
の
掘
削
が
行
わ
れ
、
河
川
の

流
下
能
力
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
道
路
の
冠
水
が
解
消

さ
れ
た
か
確
認
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
降
雨
量
に
よ
っ
て
は
冠
水
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
構
造

的
な
対
策
に
つ
い
て
、
局
所
的
に
で

も
検
討
し
て
も
ら
う
よ
う
に
県
に
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
①

現
在
の
カ
ー
ド
申
請
状
況
に
つ
い
て

②
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
③
出
雲
市
全
域

で
の
交
付
可
能
店
舗
数
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

①
本
年
２
月
現
在

で
約
１
１
０
０
０
件
、
既
に
交
付
し

た
の
は
約
６
０
０
件
、
申
請
割
合
は

６
・
６
％
で
す
。
県
内
平
均
は
６
・
４
％

で
す
。
②
平
成
２８
年
度
に
コ
ン
ビ
ニ

交
付
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
交
付

に
向
け
て
の
準
備
作
業
を
進
め
、
平

成
２９
年
度
の
早
い
時
期
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民
票
の

写
し
・
印
鑑
証
明
書
・
所
得
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
実
現
を
目
指
し
ま

す
。
③
利
用
で
き
る
店
舗
数
は
出
雲

地
域
が
３８
店
舗
、
平
田
地
域
が
６
店

舗
、
佐
田
地
域
は
０
店
舗
、
多
伎
地

域
が
１
店
舗
、
湖
陵
地
域
が
２
店

舗
、
大
社
地
域
が
５
店
舗
、
斐
川
地

域
が
１１
店
舗
で
す
。
出
雲
市
で
は

ロ
ー
ソ
ン
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が

利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

早
期
実
現
を
望
む

保
知
石
川
の
浸
水
常
襲
地
帯
の

解
消
を

一一般般質質問問

原 正 雄

ボックスカルバートとは…

外から見えないようになっている箱
形の水路のこと。

拡幅が望まれる保知石川のボックスカルバート

福 島 孝 雄
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問

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付

対
象
と
な
ら
な
い
軽
・
中
等
度
の
難

聴
児
の
補
聴
器
の
購
入
費
助
成
事
業

の
交
付
対
象
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

交
付
要
件
は
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
、
両
耳
の

聴
力
レ
ベ
ル
が
、
会
話
の
聞
き
取
り

が
困
難
な
３０
デ
シ
ベ
ル
以
上
７０
デ
シ

ベ
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
、
３
歳
以
上

１８
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
、
世
帯
員
の

市
民
税
所
得
割
課
税
額
が
４６
万
円
未

満
で
あ
る
こ
と
の
全
て
を
満
た
す
児

童
と
し
て
い
ま
す
。

問

現
在
、
対
象
年
齢
が
３
歳
以

上
１８
歳
未
満
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
言
語
習
得
に
最
も
大

切
な
時
期
は
、
子
ど
も
が
話
を
す
る

前
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
対
象

年
齢
の
下
限
を
撤
廃
し
、
３
歳
未
満

も
対
象
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
再

度
、
見
解
を
伺
い
ま
す

健
康
福
祉
部
長

ご
指
摘
の
よ
う
に

補
聴
器
を
早
期
に
装
着
す
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
効
果
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
市
と
し
て
も
見
直

し
に
向
け
、
検
討
し
ま
す
。

問

自
治
会
加
入
率
の
現
状
を
伺

い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

加
入
率
は
、
平
成

２７
年
４
月
現
在
６８
・
３
％
で
、
合
併
時

（
平
成
１７
年
）
と
比
較
し
、
８
・
１
％

の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

問

昨
年
質
問
で
取
り
上
げ
て
以

降
、
市
や
市
が
関
わ
る
団
体
か
ら

の
、
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
改
善
が
な
さ
れ
た
か
伺

い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

改
善
策
を
示
せ
る

よ
う
な
状
況
に
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問

出
雲
市
で
は
、
自
治
会
の
高

齢
化
、
世
帯
数
の
減
が
進
展
し
て
い

く
中
で
、
活
動
に
限
界
が
来
て
い
る

自
治
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
思

い
切
っ
た
見
直
し
を
す
る
た
め
の
協

議
の
場
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
そ
の
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

本
当
に
自
治
会
が

担
う
べ
き
役
割
は
何
か
と
い
う
協
議

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し

て
い
ま
す
。
こ
の
１
年
間
で
は
、
な

か
な
か
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
、
そ
う
い
っ
た
協
議
の
場
を
広
げ

て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

難
聴
児
補
聴
器
購
入
助
成
に
つ
い
て

対
象
年
齢
の
下
限
撤
廃
を

自
治
会
の
行
政
に
関
わ
る
負
担
の
軽
減
を

大 谷 良 治

一一般般質質問問

板 倉 一 郎
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問

島
根
県
で
は
、
県
内
産
業
発

展
の
核
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
Ｉ
Ｔ
産

業
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

松
江
市
で
は
、R

uby

を
中
心
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成
が
行
わ

れ
、
国
内
外
か
ら
の
注
目
も
高
く
、

Ｉ
Ｔ
企
業
の
進
出
も
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
こ
で
本
市
の
Ｉ
Ｔ
産
業
振
興

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

出
雲
市
で
は
、
平

成
２６
年
度
よ
り
市
内
Ｉ
Ｔ
企
業
と
と

も
に
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

検
討
委
員
会
や
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
と

人
材
育
成
・
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
Ｉ
Ｔ
企
業
の
活
性
化
を
図

り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
や
ソ
フ
ト
系
企
業
の

誘
致
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問

県
内
の
Ｉ
Ｔ
産
業
は
、
人
材

不
足
な
ど
新
た
な
課
題
や
空
き
家
を

拠
点
に
活
動
す
る
事
例
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
県
・
松
江
市
と
の
連
携
を

図
り
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
拠
点
づ
く
り
を

目
指
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

県
の
施
策
を
取
り

込
み
な
が
ら
、
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問

斐
川
土
地
改
良
区
が
管
理
す

る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
区
域
で
は
、
維
持

管
理
を
受
益
農
家
か
ら
通
常
の
賦
課

金
と
は
別
に
１
５
０
０
円
／
１０
a
徴

収
し
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
と

同
額
を
出
雲
市
か
ら
補
助
金
と
し
て

交
付
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
２７

年
度
に
総
額
５
０
０
万
円
削
減
さ

れ
、
平
成
２９
年
度
ま
で
３
カ
年
続
く

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
３
年
間
総

額
１
５
０
０
万
円
を
削
減
さ
れ
る
計

画
と
し
た
の
か
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長

行
財
政
改
革
の
一

環
で
あ
る
補
助
金
見
直
し
と
し
て
、

土
地
改
良
区
の
理
解
を
得
て
行
っ
た

も
の
で
す
。
３
カ
年
に
つ
い
て
は
市

か
ら
要
請
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。問

す
で
に
、
耐
用
年
数
が
過
ぎ

た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
揚
水
機
場
に
つ

い
て
は
、
県
の
調
査
に
よ
り
機
能
診

断
が
行
わ
れ
、
計
画
的
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長

老
朽
化
し
た
施
設

で
は
、
漏
水
な
ど
が
発
生
し
て
い
る

状
況
に
も
あ
り
、
順
次
計
画
的
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

斐
川
土
地
改
良
施
設
に
か
か
る

維
持
管
理
負
担
の
あ
り
方
を
問
う

島
根
県
・
松
江
市
と
連
携
を
深
め

湖
北
地
域
を
Ｉ
Ｔ
振
興
の

拠
点
に

一一般般質質問問

飯 塚 俊 之

機能診断が完了し本格改修が待たれる揚水機
場（島村揚水機場）

Ruby とは…

誰もが無償で使えるプログラム言語で国内外で人気が高い

（島根県企業立地課情報サイトより）

伊 藤 繁 満



いずも市議会だより ４４号13

問

斐
川
地
域
の
住
民
に
と
っ

て
、
愛
着
の
あ
る
シ
ン
ボ
ル
的
な
施

設
で
あ
る
７
０
０
〜
８
０
０
人
収
容

の
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
の
類
似
施
設

は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と
し
て
の

見
解
は
耐
震
性
・
安
全
性
に
問
題
が

あ
り
、
今
後
の
長
期
使
用
が
見
込
め

な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
ぜ
ひ
改
修

を
行
い
、
存
続
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
旧
市
町
に
は
そ
の
地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
が
あ

り
、
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
斐

川
に
も
残
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

行
政
改
革
部
長

大
ホ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
耐
用
年
数
の
状
況
か
ら
も
今

後
の
長
期
使
用
が
見
込
め
な
い
と
考

え
て
お
り
、
使
用
中
止
を
検
討
す
る

と
い
う
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
国
土

交
通
省
の
基
準
で
は
、
大
ホ
ー
ル
は

震
度
６
以
上
の
地
震
が
あ
っ
た
場

合
、
倒
壊
・
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
協
議
会

に
も
説
明
し
ま
し
た
が
、
地
域
と
し

て
の
思
い
入
れ
が
強
い
施
設
で
あ

り
、
市
の
方
針
に
了
承
が
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
改
修
し
て
存
続
さ
せ
る

べ
き
だ
と
の
声
で
す
。
今
後
皆
さ
ま

と
十
分
に
協
議
し
、
対
処
し
て
い
き

ま
す
。

問

日
本
銀
行
の
マ
イ
ナ
ス
金
利

政
策
の
導
入
に
伴
い
、
市
の
公
金
の

管
理
・
運
用
に
は
一
層
の
工
夫
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
①
平
成
２６

年
度
の
運
用
実
績
②
国
債
な
ど
の
債

券
投
資
も
視
野
に
入
れ
た
資
金
運
用

指
針
な
ど
の
策
定
の
意
向
③
す
で
に

発
行
し
た
市
債
に
つ
い
て
低
金
利
政

策
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
運
用

方
法
、
例
え
ば
借
り
換
え
な
ど
の
実

施
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

会
計
管
理
者

①
日
々
の
支
払
い
に

充
て
る
歳
計
現
金
と
２８
の
基
金
の
運

用
に
よ
る
利
子
収
入
の
合
計
額
は

２
３
５
６
万
円
で
す
。
②
資
金
運
用

指
針
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
現

在
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た

債
券
運
用
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
③
公
的
機
関
か

ら
借
り
入
れ
た
資
金
に
つ
い
て
は
、

将
来
支
払
う
べ
き
利
息
に
相
当
す
る

補
償
金
を
払
う
必
要
が
あ
り
借
り
換

え
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
く
、
ま
た
民

間
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金

に
つ
い
て
は
、
民
間
金
融
機
関
の
経

営
、
さ
ら
に
は
地
域
経
済
へ
の
影
響

を
考
慮
す
る
と
慎
重
に
対
応
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

斐
川
の
シ
ン
ボ
ル
・
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
は
改
修
存
続
を

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
下
で
の
公
金
の

適
正
な
管
理
・
運
用
を
伺
う

保 科 孝 充

市の公金の管理・運用の事務を所掌する出納室

存続の声が強い斐川文化会館大ホール棟

一一般般質質問問

大 場 利 信
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問

市
内
の
山
間
部
、
海
岸
部
な

ど
の
周
辺
地
域
で
は
、
荒
れ
果
て
た

山
々
、
森
林
を
い
か
に
し
て
再
生
を

図
っ
て
い
く
か
が
長
ら
く
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

未
利
用
間
伐
材
な
ど
の
森
林
資
源

を
有
効
活
用
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
本
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
か
伺
い

ま
す
。

農
林
水
産
部
長

間
伐
材
な
ど
に
由

来
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ

い
て
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
に
お

い
て
、
平
成
２７
年
度
か
ら
２
０
０
０

kW
未
満
の
小
規
模
発
電
に
は
別
個

の
買
取
区
分
が
設
け
ら
れ
、
従
来
の

１
kW
／
時
あ
た
り
税
抜
き
３２
円
か
ら

４０
円
へ
と
引
き
上
げ
な
ど
、
小
さ
な

事
業
規
模
で
も
取
り
組
み
や
す
く

す
る
制
度
見
直
し
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

民
間
事
業
者
が
市
内
に
お
い
て
検

討
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
要
な
情
報

提
供
な
ど
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
創

設
さ
れ
た
新
し
い
「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
事
業
」
は
、
市
が
実
施

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
①
利
用
者
の
負
担
②
専
門

職
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
る

か
③
介
護
事
業
者
へ
支
払
わ
れ
る
介

護
報
酬
の
単
価
な
ど
の
介
護
保
険
は
、

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

①
１
割
負
担
。
一

定
所
得
の
方
は
２
割
負
担
で
す
。
②

従
来
ど
お
り
専
門
職
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
ま
す
。
③
平
成
２７
年
度

の
介
護
報
酬
単
価
を
超
え
な
い
範
囲

で
定
め
ま
す
。

問

安
倍
内
閣
は
「
介
護
離
職
ゼ

ロ
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
実
態
は

ど
う
か
対
策
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

介
護
職
場
は
応
募

者
が
少
な
く
、
離
職
す
る
実
態
は
市

も
承
知
し
て
い
ま
す
。
対
策
と
し

て
、
事
業
者
の
実
態
調
査
、
人
材
の

確
保
・
定
着
な
ど
を
共
同
で
検
討
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
国
へ
処
遇
改
善
な
ど
を
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

改
正
介
護
保
険
を
問
う

森
林
再
生
と
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に

期
待
す
る

一一般般質質問問

松 村 豪 人

（厚生労働省資料より作成）

井 原 優
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問

人
手
不
足
は
長
期
的
な
課
題

で
す
。
出
雲
市
で
の
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
が
働
き
手
に
与
え
る
影
響

も
含
め
て
、
そ
の
現
状
や
対
応
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長

景
気
の
改
善
と
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
に
よ
っ
て
人
手
不
足
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
建
築
、
土

木
、
医
療
・
介
護
、
販
売
、
接
客
の

各
業
種
は
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
の
推
移
は
１０
年
間

で
８
０
３
４
人
の
減
少
が
見
ら
れ
ま

す
。
現
在
、
福
祉
人
材
の
確
保
を
図

る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
対
策
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
出
雲
市
で
は
企
業
が
高
い
ス
キ

ル
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
た
人

材
確
保
が
出
来
る
よ
う
支
援
す
る
と

同
時
に
、
地
場
企
業
の
支
援
、
創
業

支
援
、
企
業
誘
致
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

行
い
多
種
多
様
な
魅
力
あ
る
企
業
を

集
積
し
、
人
材
の
県
外
流
出
を
防
ぎ

定
住
を
図
り
ま
す
。

次
に
、
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い

て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
出
現
や

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
生
ま
な
い
よ
う
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
考
慮
し
、
適
正

な
運
用
と
な
る
よ
う
、
適
宜
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

市
長
ポ
ス
ト
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
利
益
還
元
納
付
金
な
ど
の

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
、「
市
の

考
え
方
が
分
か
り
に
く
く
、
よ
り
透

明
性
の
あ
る
制
度
に
す
べ
き
。」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
利
益

還
元
納
付
金
は
、「
指
定
管
理
者
が
あ

く
ま
で
も
利
益
が
生
じ
た
場
合
、
し

か
も
過
大
な
利
益
が
生
じ
た
場
合
に

支
払
う
も
の
。」
と
し
た
考
え
方
が
、

国
や
県
の
解
釈
で
す
。
言
い
換
え
れ

ば
、「
利
益
が
生
じ
て
い
な
い
場
合

は
、
利
益
還
元
納
付
金
を
支
払
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と
す
る
見
解

が
必
然
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

伊
藤
副
市
長

指
定
管
理
期
間
に
生

じ
た
利
益
の
取
り
扱
い
は
、
国
や
県

の
考
え
方
が
適
用
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
の
場
合
（「
道
の
駅
湯
の

川
」
の
公
募
）
は
新
た
な
条
件
（
利

益
還
元
納
付
金
）
を
設
定
し
て
提
案

を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
国
の
考
え

方
が
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
新
た

な
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
際
に
当

て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
、
少
し
見
解

の
相
違
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

人
材
不
足
解
消
策
と
雇
用
対
策

を
問
う

よ
り
透
明
性
の
あ
る
指
定
管
理
者
制
度

に
す
べ
き
で
は

多々納 剛 人

指定管理者制度とは…

指定管理者制度は公の施設の管理に
おいて、多様化する住民ニーズにより
効果的・効率的に対応するため、民間
の能力を活用しつつ、住民サービスの
向上や経費の節減を図ることを目的に、
平成１５年（２００３）、地方自治法が改正さ
れ、地方自治体が指定する法人、その他
の団体に公の施設の管理を行わせよう
とする制度です。

人材確保が望まれる介護現場

一一般般質質問問

神 門 至
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問

旧
市
役
所
用
地
、
６
月
で
休

館
予
定
の
ク
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
市
所
有

の
土
地
・
建
物
の
利
活
用
を
ど
う
考

え
て
い
ま
す
か
。
旧
市
役
所
用
地

は
、
現
在
、
市
公
用
車
の
駐
車
場
と

な
っ
て
お
り
、
市
民
か
ら
は
「
財
政

難
と
い
い
な
が
ら
、
も
っ
た
い
な
い

の
で
は
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

す
。
ク
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
市

長
が
７
年
前
の
選
挙
前
に
、
ク
ア
ハ

ウ
ス
の
存
続
を
望
む
会
に
対
し
て

「
存
続
に
賛
成
」
と
い
う
回
答
を
し
て

い
ま
す
。
も
し
、
廃
止
と
な
っ
た

時
、
残
っ
た
建
物
を
ど
の
よ
う
に
有

効
活
用
す
る
つ
も
り
で
す
か
。
ま

た
、
市
所
有
の
土
地
・
建
物
の
今
後

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

行
政
改
革
部
長

旧
市
役
所
用
地
に

つ
い
て
、
現
在
、
暫
定
的
に
公
用
車

駐
車
場
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

売
却
も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
ク
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
市

外
事
業
者
も
含
め
再
度
、
民
間
へ
の

譲
渡
を
考
え
て
い
く
方
針
で
、
来
年

度
よ
り
作
業
に
入
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
他
の
所
有
地
・
建
築
物
な
ど

も
、
民
間
へ
の
売
却
を
考
え
る
方
針

で
す
。

出出
雲雲
市市
議議
会会
国国
際際
交交
流流
促促
進進
事事
業業

ベベ
トト
ナナ
ムム
をを
視視
察察

国
際
交
流
促
進
事
業
の
た
め
視
察

団
が
組
織
さ
れ
、
議
会
か
ら
は
６
名

の
議
員
が
１
月
２５
日
か
ら
１
月
３１
日

ま
で
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。

出
雲
市
は
現
在
、
建
設
業
や
介
護

福
祉
現
場
で
人
材
不
足
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
経
済
発
展
に
よ
り
高
度
成

長
を
続
け
る
ベ
ト
ナ
ム
を
視
察
し
、

出
雲
市
と
人
材
交
流
を
図
る
こ
と
が

大
き
な
目
的
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
は
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン

ド
シ
ナ
半
島
に
位
置
し
、
首
都
は
ハ

ノ
イ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
、
通
貨

は
ド
ン
、
人
口
は
９
２
５
０
万
人
、

国
民
の
約
半
数
が
３０
歳
未
満
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
労
働
省
を
訪
れ
、
労
働

副
大
臣
と
人
材
交
流
の
必
要
性
や
農

作
物
の
輸
入
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
労
働
副
大

臣
か
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
の
青
年
に
と
っ

て
日
本
は
と
て
も
人
気
の
高
い
国

で
、
研
修
生
と
し
て
日
本
の
技
術
を

学
び
、
再
び
本
国
に
帰
り
地
域
貢
献

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
医
療
や

福
祉
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
た
だ
し
、
現
在
介
護
職
と
し

て
約
２
０
０
人
が
日
本
に
実
習
生
と

し
て
渡
っ
て
い
る
が
、
法
律
の
壁

（
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
の
国
家
資
格

が
言
葉
の
壁
な
ど
で
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
極
め
て
困
難
）
が
立
ち
ふ

さ
が
っ
て
い
る
の
で
法
律
を
改
正
し

て
ほ
し
い
と
も
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
人
は
勤
勉
で
親
日
で
も

あ
り
、
今
後
出
雲
市
と
の
人
材
交
流

も
大
き
く
期
待
で
き
る
も
の
と
感
じ

ま
し
た
。

（
渡
部

勝

記
）

市
所
有
資
産
の
利
活
用
を
問
う

一一般般質質問問

珍 部 全 吾積極的な利活用が望まれる旧市役所用地

ベトナム労働省にて意見交換
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書 式 例 
請願書（陳情書）

年 月 日 
出雲市議会議長 様 
     請願者（陳情者） 
      代表者 住所 
          氏名     印 
          電話  －  
        紹介議員 
          氏名     印 
○○○○○○○に関する請願（陳情） 

要旨                 
内容

 

出雲市議会のホームページをご覧ください。

出雲市議会ホームページ（http : //www.city.izumo.shimane.jp/gikai）

本会議録画配信 ……本会議の録画配信を行っています。
市議会ホームページの「本会議録画配信」をクリックすると出雲市議会YouTube
公式チャンネルへ移動しますので、そちらから視聴できます。
※配信内容は本会議のうち、施政方針に対する会派代表質問、一般質問のみで
す。（「再生リスト」に定例会ごとに掲載しています）

※視聴は無料ですが、通信料は別途
必要となります。

※視聴の際には事前に注意（免責）
事項をご覧ください。

※質問日から原則１週間以内に配信
を開始します。

審議結果一覧 ……採決結果の概要や、議員別採決結果の
一覧表を掲載しています。
※採決結果の概要は、議会閉会から
原則１週間以内に掲載します。

（最新情報が掲載でき次第、「新着情
報」で【速報】としてお知らせします）

請願・陳情は、皆さまの意見・要望を市政に反映させる重要な制
度です。この制度によりどなたでも、市議会に直接要望することが
できます。
請願は出雲市議会議員が１名以上紹介議員となることが必要です。
陳情は紹介議員は必要ありません。
請願と陳情の審査は、基本的に同じ取扱いとし、所管の常任委員
会で審査した後に、本会議で結論を出します。（ただし、国などへ意
見書を提出してほしい場合は、請願のみ受け付けることとしていま
す。）
定例会ごとに提出締切があります。詳細は議会事務局議事係（TEL

２１－６５７９）にお尋ねいただくか、市議会ホームページをご覧ください。

◆提出時に留意していただきたいこと
○必ず日本語で、次の点を記載してください。（内容を表す件名、要
旨、内容、提出年月日、代表の方の住所、氏名、押印、電話番号）
○請願の場合は、紹介議員の署名または記名押印が必要です。
○提出部数は、１部です。
○請願や陳情の審議結果については、提出者にお知らせします。
○提出された請願書・陳情書の内容、提出者（２人以上の場合は代表者）の氏名（名称）と住所（所在地）
は、公表されますので、あらかじめご了承ください。

請請 願願 ・・ 陳陳 情情 のの ごご 案案 内内

市市議議会会のの取取りり組組みみ
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総

務

委

員

会

「
出
雲
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
ほ
か

２２
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

総
務
委
員
会
に
審
査
の
付
託
を
受

け
た
案
件
は
、
条
例
案
件
２０
件
、
一

般
案
件
２
件
の
合
計
２２
件
で
、
い
ず

れ
の
議
案
も
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

「
出
雲
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
は
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
、
子
ど
も
の
育
成
お

よ
び
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
「
子
ど
も
未
来
部
」
を
新
設
す
る

も
の
で
す
。

「
出
雲
市
庁
舎
整
備
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
市
役
所

庁
舎
以
外
の
公
共
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
も
、
総
合
的
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
利
用
目
的
の
幅
を
広
く

す
る
も
の
で
す
。

「
出
雲
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
は
、
平
田
消
防
署
の

移
転
新
築
に
伴
い
、
消
防
署
の
位
置

の
規
定
を
改
め
る
も
の
で
す
。

「
出
雲
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
は
、
出
雲
市
消
防
団

再
編
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
団
員
の

定
員
を
改
め
る
も
で
す
。
改
正
後
は

定
員
１
９
９
３
人
が
１
８
４
４
人
と

な
り
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会

佐
香
小
学
校
を
久
多
美
小
学
校
に
統
合
す
る
条
例
案
を

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

文
教
厚
生
委
員
会
に
審
査
の
付
託

を
受
け
た
案
件
は
、
条
例
案
件
９

件
、
一
般
案
件
８
件
で
し
た
。

条
例
案
件
に
つ
い
て
は
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。
な
お
、
審
査
の
中
で

は
、「
出
雲
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ
い

て
、
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
否
決

す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
出
雲
市
立
小
学
校
及

び
中
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
に
つ
い
て
、
小
学
校
が

な
く
な
る
地
域
で
は
産
業
を
含
め
た

地
域
の
活
性
化
策
を
行
う
べ
き
で
あ

る
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

一
般
案
件
の
う
ち
７
件
は
、「
出
雲

市
ク
ア
ハ
ウ
ス
湖
陵
」
な
ど
の
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

一
般
案
件
の
う
ち
１
件
は
、
今
市

小
学
校
南
校
舎
の
耐
震
補
強
お
よ
び

改
修
建
築
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、

変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

常常
任任
委委
員員
会会
・・
特特
別別
委委
員員
会会
報報
告告

委委員員会会報報告告

久多美小学校に統合される坂浦町の佐香小学校

新築移転した平田消防署
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環
境
経
済
委
員
会

「
土
地
の
減
額
譲
渡
に
つ
い
て
（
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
工

場
用
地
）」
の
条
例
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

環
境
経
済
委
員
会
に
審
査
の
付
託

を
受
け
た
案
件
は
、
条
例
案
件
５

件
、
一
般
案
件
９
件
で
し
た
。
内
、

議
第
１
７
４
号
に
つ
い
て
、
現
地
視

察
を
行
い
審
査
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
㈱
グ
ロ
ー
バ
ル
（
住

所
・
愛
知
県
安
城
市
和
泉
町
井
ノ
上

２
番
地
１
）
の
工
場
用
地
を
、
出
雲

市
小
境
町
に
あ
る
東
部
工
業
団
地
に

誘
致
す
る
こ
と
に
伴
い
、
用
地
取
得

に
要
す
る
土
地
の
代
金
を
、
減
額
譲

渡
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

現
状
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

平
地
、
盛
土
法
面
を
合
わ
せ
て

面
積＝

約
６
９
９
２
㎡
、
価
格＝

約

７
９
９
４
万
円
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
、
同
団
地
内
に
お
い
て
立
地
促
進

補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
土
地

取
得
費
の
４０
％
を
助
成
し
て
き
た
実

績
が
あ
り
、
㈱
グ
ロ
ー
バ
ル
と
の
立

地
交
渉
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
土
地
代

の
助
成
金
で
は
な
く
、
そ
れ
に
見
合

う
土
地
の
減
額
措
置
を
希
望
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
今
回
は
土
地
代
の
減

額
譲
渡
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の

で
す
。
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

な
お
、
工
業
団
地
の
分
譲
率
は
、

市
内
全
体
で
９３
・
５
％
で
す
が
、
東
部

工
業
団
地
は
３８
・
３
％
で
あ
り
、
早
期

分
譲
を
図
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
執

行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
水
道
委
員
会

出
雲
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定

改
正
の
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」

が
公
布
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
二
つ

目
は
、「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
が
改

正
さ
れ
た
た
め
で
す
。

前
者
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
の

ひ
っ
ぱ
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
が
逼
迫
し
て
い
る

状
況
に
鑑
み
、
建
築
物
の
省
エ
ネ
対

策
の
推
進
を
図
る
目
的
で
制
定
さ
れ

た
法
律
で
あ
り
、
対
象
と
な
る
の
は

大
き
な
ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
す
。
後
者
の
規
則
改
正
は
、
新
築

住
宅
に
加
え
既
存
住
宅
の
増
改
築
も

対
象
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

い
ず
れ
も
法
律
に
基
づ
き
、
出
雲

市
の
認
定
が
必
要
と
な
る
た
め
、
認

定
に
か
か
る
手
数
料
を
条
例
で
定
め

る
も
の
で
す
。

長
期
優
良
住
宅
と
し
て
認
定
さ
れ

る
た
め
に
は
、
劣
化
・
耐
震
・
省
エ

ネ
対
策
な
ど
に
コ
ス
ト
が
か
り
ま
す

が
、
認
定
を
受
け
れ
ば
、
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
や
登
録
免
許
税
、
不
動
産
取

得
税
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
な
ど
、

税
制
や
融
資
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

㈱グローバル工場用地で説明を受ける

委委員員会会報報告告
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予
算
特
別
委
員
会

平
成
２８
年
度
出
雲
市
一
般
会
計
当
初
予
算
他
３３
件
の
審
査

予
算
特
別
委
員
会
に
審
査
の
付
託

を
受
け
た
案
件
は
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
平

成
２７
年
度
補
正
予
算
お
よ
び
平
成
２８

年
度
当
初
予
算
の
あ
わ
せ
て
３４
件

で
す
。

市
長
出
席
の
も
と
、
３
月
１１
日
か

ら
１６
日
ま
で
の
４
日
間
、
予
算
の
編

成
方
針
を
は
じ
め
、
各
事
業
予
算
の

詳
細
に
つ
い
て
質
疑
な
ど
を
行
い
、

慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
、
７
７
１
億
６
千
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
総
務
費
】
出
雲
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
事

業
、
多
文
化
共
生
推
進
事
業
、
縁
結

び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
お
よ
び

集
落
支
援
事
業
な
ど

【
民
生
費
】
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給

付
事
業
、
定
住
外
国
人
の
た
め
の
子

育
て
支
援
事
業
、
私
立
認
可
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
給
付
費
お
よ
び
生
活

困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
な
ど

【
衛
生
費
】
が
ん
検
診
、
一
般
不
妊
治

療
費
な
ど
の
助
成
、
ご
み
減
量
化
推

進
事
業
お
よ
び
次
期
可
燃
ご
み
処
理

施
設
整
備
事
業
な
ど

【
農
林
水
産
業
費
】
新
規
就
農
総
合
支

援
事
業
、
新
出
雲
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
、
出
雲
の
森
し
ご
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
事
業
お
よ
び
出
雲
の
海
魅
力

発
信
事
業
な
ど

【
商
工
費
】
創
業
・
事
業
承
継
支
援
、

地
場
企
業
支
援
、
企
業
誘
致
促
進
事

業
、観
光
振
興
や
観
光
誘
客
推
進
お
よ

び
誘
客
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
な
ど

【
土
木
費
】
公
共
土
木
施
設
長
寿
命
化

事
業
な
ど

【
消
防
費
】
消
防
自
動
車
な
ど
の
更

新
、
緊
急
通
報
時
の
多
言
語
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど

【
教
育
費
】
学
校
再
編
統
合
推
進
事

業
、
帰
国
・
外
国
籍
児
童
生
徒
支
援

事
業
、
学
校
施
設
の
整
備
、
幼
稚
園

預
か
り
保
育
な
ど

ま
た
、
追
加
上
程
さ
れ
た
平
成
２７

年
度
出
雲
市
一
般
会
計
第
６
回
補
正

予
算
で
は
、
国
の
補
正
予
算
「
地
方

創
生
加
速
化
」
交
付
金
を
は
じ
め
と

し
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業

の
財
源
確
保
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
執
行
部
に
対
し
、
委
員

会
で
の
指
摘
や
意
見
を
踏
ま
え
、
適

切
な
予
算
執
行
に
あ
た
ら
れ
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

宮本 享

飯塚 俊之

大谷 良治

神門 至

渡部 勝

福島 孝雄

伊藤 繁満

小村 吉一

松村 豪人

福代 秀洋

多々納剛人

坂根 守

米山 広志

古福 康雅

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委委員員会会報報告告

予算特別委員会での審査の様子

予算特別委員会が設置されました
２月２２日の本会議において、各予算案件を審
査するため、１４名の委員で構成する予算特別委
員会が設置されました。
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提
案
理
由

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

平
成
２３
年
度
に
議
員
定
数
調
査
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
平
成
２４
年
度

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
議
員
定
数

４０
人
を
３２
人
と
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
間
、
市
政
を
取
り
巻
く
状
況

や
課
題
お
よ
び
将
来
を
展
望
す
る
に

あ
た
り
、
他
自
治
体
、
特
に
類
似
団

体
に
お
け
る
議
会
改
革
や
行
政
改
革

の
現
状
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

議
員
定
数
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
、

出
雲
市
議
会
議
員
の
定
数
を
３２
人
か

ら
３０
人
に
改
め
る
も
の
で
す
。

議
員
は
、
分
権
時
代
に
あ
る
現
状

を
踏
ま
え
、
行
政
が
複
雑
化
・
多
様

化
す
る
中
で
さ
ら
に
資
質
の
向
上
に

努
め
、
市
民
参
加
の
も
と
開
か
れ
た

議
会
を
推
進
し
、
一
層
の
活
性
化
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
で

に
、
公
共
施
設
の
見
直
し
、
使
用
料

の
一
部
有
料
化
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
行
財
政
改
革
の
面
か
ら
、
負
担

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
財

源
の
確
保
が
不
透
明
な
状
況
を
見
通

し
、
議
員
自
ら
率
先
し
て
削
減
を
実

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

委
員
長
報
告

議
会
改
革
・
調
査
特

別
委
員
会
は
、
出
雲
市
議
会
の
議
員

定
数
、
議
員
報
酬
、
政
務
活
動
費
に

つ
い
て
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
、
適
正

な
値
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究

す
る
た
め
、
今
議
会
に
お
い
て
、
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員

提
案
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
第

１
７
８
号
「
出
雲
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の

審
査
の
付
託
を
受
け
ま
し
た
。
本
議

案
は
、
出
雲
市
議
会
の
議
員
定
数
を

「
３２
人
」
か
ら
「
３０
人
」
に
改
め
る
も

の
で
す
。

議
員
定
数
は
、
議
会
の
役
割
や
あ

り
方
を
決
定
づ
け
る
重
要
な
要
素
で

あ
り
、
そ
の
変
更
は
、
地
域
の
民
主

主
義
や
住
民
自
治
に
か
か
る
重
要
な

問
題
で
す
。本
議
案
は
、市
民
や
有
識

者
な
ど
の
意
見
を
広
く
求
め
、
本
委

員
会
に
お
け
る
調
査
や
議
論
を
さ
ら

に
深
め
、
全
議
員
の
認
識
の
共
有
化

を
図
る
中
で
結
論
を
導
く
べ
き
で
あ

る
と
の
考
え
か
ら
、
継
続
し
て
審
査

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

一
部
の
委
員
は
、「
結
論
は
早
く
出

す
べ
き
」
と
の
理
由
で
継
続
審
査
に

反
対
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

福代 秀洋

松村 豪人

寺本 淳一

福島 孝雄

大場 利信

小村 吉一

多々納剛人

米山 広志

宮本 享

古福 康雅

珍部 全吾

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

議
員
提
案
に
よ
り

議
員
定
数
削
減
の
条
例
案
を
提
出

議
会
改
革
・
調
査
特
別
委
員
会

議
員
定
数
削
減
案
を
継
続
審
査

委員会報告をする福代議会改革・調査特別委員長

提案理由を説明する米山議員

委委員員会会報報告告

議会改革・調査特別委員会
が設置されました

「出雲市議会議員定数条例の
一部を改正する条例」の提出
に伴い、３月２日の本会議に
おいて、１１名の委員で構成す
る議会改革・調査特別委員会
が設置されました。
＜調査事項＞
出雲市議会の議員定数、議員
報酬及び政務活動費のあり方
について
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長
廻

利
行

議

長

珍
部

全
吾

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

古
福

康
雅

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

宮
本

享

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

山
代

裕
始

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

米
山

広
志

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

勝
部

順
子

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

板
倉

明
弘

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

坂
根

守

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

福
代

秀
洋

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

川
上

幸
博

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

多
々
納
剛
人

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

板
倉

一
郎

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

萬
代

輝
正

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

松
村

豪
人

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

小
村

吉
一

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

反

賛

賛

反

反

反

賛

賛

賛

反

賛

賛

賛

賛

賛

反

板
垣

成
二

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

飯
塚

俊
之

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

保
科

孝
充

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

伊
藤

繁
満

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

井
原

優

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

反

賛

賛

反

反

反

賛

賛

賛

反

賛

賛

賛

賛

賛

反

大
場

利
信

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

原

正
雄

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

福
島

孝
雄

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

渡
部

勝

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

寺
本

淳
一

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

神
門

至

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

湯
淺

啓
史

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

岸

道
三

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

大
谷

良
治

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

番 号

議第９１号

議第９２号
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議第９５号

議第９６号

議第９７号

議第９８号

議第９９号

議第１００号

議第１０１号

議第１０２号

議第１０３号

議第１０４号

議第１０５号

議第１０６号

議第１０７号

議第１０８号

議第１０９号

議第１１０号

議第１１１号

議第１１２号

議第１１３号

議第１１４号

議第１１５号
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議第１１８号

議第１１９号

議第１２０号

議第１２１号

議第１２２号

議席に設置してある採決ボタン

採採決決のの結結果果

議案等の賛否状況の一覧です。議長は採決には加わりません。
『賛』…賛成、『反』…反対、『－』…欠席・棄権、『除斥』…議案と一定の
利害関係を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
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原案可決

原案可決
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原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議 案 名

平成２７年度（２０１５）出雲市一般会計第５回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市国民健康保険事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市診療所事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市後期高齢者医療事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市介護保険事業特別会計第３回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市簡易水道事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市下水道事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市風力発電事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市ご縁ネット事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市住宅新築資金等貸付事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市高野令一育英奨学事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市廃棄物発電事業特別会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市水道事業会計第１回補正予算

平成２７年度（２０１５）出雲市病院事業会計第１回補正予算

平成２８年度（２０１６）出雲市一般会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市国民健康保険事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市国民健康保険橋波診療所事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市診療所事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市後期高齢者医療事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市介護保険事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市簡易水道事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市下水道事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市浄化槽設置事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市風力発電事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市ご縁ネット事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市企業用地造成事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市高野令一育英奨学事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市廃棄物発電事業特別会計予算

平成２８年度（２０１６）出雲市水道事業会計予算
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採採決決のの結結果果

平成２７年度
第５回出雲市議会（定例会）
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採採決決のの結結果果

『賛』…賛成、『反』…反対、『－』…欠席・棄権、『除斥』…議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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議 案 名

平成２８年度（２０１６）出雲市病院事業会計予算

出雲市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例

出雲市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例

出雲市行政組織条例の一部を改正する条例

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

出雲市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例

出雲市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

出雲市特別職の職員に対する期末手当の支給に関する条例の一部を改正する条例

出雲市貸付金の返還債務の免除に関する条例の一部を改正する条例

出雲市庁舎整備基金条例の一部を改正する条例

出雲市税条例の一部を改正する条例

出雲市手数料条例の一部を改正する条例

出雲市国民健康保険条例の一部を改正する条例

出雲市介護保険条例の一部を改正する条例

出雲市暴力団排除条例の一部を改正する条例

出雲市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例

出雲市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

出雲市児童クラブ条例の一部を改正する条例

出雲市温泉給湯条例の一部を改正する条例

出雲市建築審査会条例の一部を改正する条例

出雲市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例

出雲市消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部を改正する条例

出雲市火災予防条例の一部を改正する条例

出雲市消防団条例の一部を改正する条例

出雲市コミュニティ消防センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

出雲市一般職の職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び出雲市災害派遣
手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例

行政不服審査法の改正に伴う関係条例の整備に関する条例

出雲市斐川水稲等基幹施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例

出雲市行政不服審査会設置条例

出雲市行政不服審査法等の規定による提出書類等の写しの交付に係る手数料条例

出雲市の農業委員会の設置及び委員等の定数に関する条例

出雲市新エネルギー地域振興基金条例
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賛

賛
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賛

賛
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賛
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賛
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賛
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賛

賛
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反
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反

反
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賛
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反
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反

反
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賛
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賛

賛
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賛

賛

賛
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賛

反
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賛

賛

賛

番 号

議第１５５号

議第１５６号

議第１５７号

議第１５８号

議第１５９号

議第１６０号

議第１６１号

議第１６２号

議第１６３号

議第１６４号

議第１６５号

議第１６６号

議第１６７号

議第１６８号

議第１６９号

議第１７０号

議第１７１号

議第１７２号

議第１７３号

議第１７４号

議第１７５号

議第１７６号

議第１７７号

議第１７８号

議第１７９号

議第１８０号

議第１８１号

議第１８２号

議第１８３号

議第１８４号

諮第２号

採採決決のの結結果果

『賛』…賛成、『反』…反対、『－』…欠席・棄権、『除斥』…議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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反
対

０

０

０

０

０
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０
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０
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０
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賛
成
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２４

２６
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２８

２８

２８

２８

２９

審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

継続審査

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同 意

議 案 名

出雲市水産業応援基金条例

出雲市生活・消費相談センター条例

辺地に係る総合整備計画の策定及び変更について

出雲市過疎地域自立促進計画の策定について

公の施設の指定管理者の指定について（スサノオホール・佐田スポーツセ
ンター・佐田伝統芸能伝承館「文化練習館」）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲体育館・出雲プール）

公の施設の指定管理者の指定について（平田体育館）

公の施設の指定管理者の指定について（斐川第２体育館）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市湖陵デイサービスセンター）

公の施設の指定管理者の指定について（平成スポーツ公園（保養施設））

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市クアハウス湖陵）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市タラソテラピー（海洋療法）
施設・見晴らしの丘公園・道の駅キララ多伎・多伎いちじく温泉・多伎ふ
れあい広場）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市すさのおの郷）

公の施設の指定管理者の指定について（出雲市国民宿舎「国引荘」）

公の施設の指定管理者の指定について（ひかわ美人の湯）

公の施設の指定管理者の指定について（斐川農畜産物等加工体験販売施設
（農産物加工房Ａ棟））

公の施設の指定管理者の指定について（斐川農畜産物等加工体験販売施設
（農産物加工房Ｂ棟））

公の施設の指定管理者の指定について（斐川農畜産物等加工体験販売施設
（加工房ハム・ソーセージ工房））

工事請負変更契約の締結について（今市小学校南校舎耐震補強及び改修建築工事）

土地の減額譲渡について（株式会社グローバル工場用地）

建物の無償譲渡について（斐川水稲等基幹施設）

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

出雲市議会議員定数条例の一部を改正する条例

平成２７年度（２０１５）出雲市一般会計第６回補正予算

出雲市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

出雲市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

出雲市上下水道局企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例

出雲市病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例

出雲市議会委員会条例の一部を改正する条例

人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて

番 号

議第１５５号

議第１５６号

議第１５７号

議第１５８号

議第１５９号

議第１６０号

議第１６１号

議第１６２号

議第１６３号

議第１６４号

議第１６５号

議第１６６号

議第１６７号

議第１６８号

議第１６９号

議第１７０号

議第１７１号

議第１７２号

議第１７３号

議第１７４号

議第１７５号

議第１７６号

議第１７７号

議第１７８号

議第１７９号

議第１８０号

議第１８１号

議第１８２号

議第１８３号

議第１８４号

諮第２号

採採決決のの結結果果
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〒693-8530  出雲市今市町70

　公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
成
立
し
、
平
成
28
年
6
月
19
日
施

行
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
公
職
選
挙
法

改
正
は
、
年
齢
満
18
歳
以
上
満
20
歳
未

満
の
者
が
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　文
部
科
学
省
で
は
、
総
務
省
と
連
携

し
、
政
治
や
選
挙
な
ど
に
関
す
る
高
校

生
向
け
副
教
材
「
私
た
ち
が
拓
く
日
本

の
未
来
、
有
権
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る

力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
近
年
、
投
票
率
の
低
下
が
著

し
い
の
で
、
今
回
を
機
に
、
若
者
に
投

票
す
る
事
の
重
要
性
を
し
っ
か
り
教
育

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
7
月

予
定
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
適
用
さ

れ
る
の
で
、
投
票
率
の
向
上
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
若
者
の
政
治
へ
の
関
心

が
高
ま
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

広
報
委
員
会
委
員
（
坂
根

　守
）

広
報
委
員
会

渡
部
　
　勝

湯
淺
　啓
史

大
谷
　良
治

岸
　
　道
三

寺
本
　淳
一

井
原
　
　優

伊
藤
　繁
満

保
科
　孝
充

多
々
納
剛
人

坂
根
　
　守

勝
部
　順
子

板
倉
　明
弘

長
廻
　利
行

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

　出雲市議会では申し合わせにより、市議会議員としての「参列
者代表焼香」は辞退し、「弔電」は送らないこととしていますので、
市民の皆さまのご理解をお願いいたします。

議
会
傍
聴
に

　
  

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

　
出
雲
市
議
会
で
は
、
本
会
議
お
よ
び
委
員
会

は
、
原
則
公
開
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
議

長
お
よ
び
委
員
長
の
判
断
に
よ
り
非
公
開
と
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
当
日
、議
場（
委
員
会
室
）前
の
傍
聴
受
付
で
、

傍
聴
受
付
簿
に
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
い
た
だ

く
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
傍
聴
席
は
、
議
場
60
席
、
委
員
会
室
10
席
程

度
あ
り
ま
す
。
事
前
の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、
出
雲
市
議
会
事
務
局
ま
で
あ
ら
か
じ
め
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
本
会
議
・
委
員
会
を
傍
聴
さ
れ
る
間
、
お
子
さ
ま

を
お
預
か
り
す
る
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　
託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
希
望

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
た
ず
ね
い
た
だ
く
か
、

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

議員としての「代表焼香」および「弔電」辞退します。

※代表焼香には、各宗派などにおける同様の行為も含みます。

ひ
ら

○議会の動き‥‥‥‥‥‥‥‥
○議会活動・議会日程‥‥‥‥
○施政方針質問‥‥‥‥‥‥‥
○一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥
○国際交流促進事業実施報告‥
○市議会の取り組み‥‥‥‥‥
○委員会報告‥‥‥‥‥‥‥‥
○議員別採決の結果‥‥‥‥‥
○編集後記‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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３月議会
（定例会）

３月議会
（定例会）

新しい校章旗の贈呈

さくら小
佐 香 久多美 楽しい

スタート！


